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 <国語>  

伝え合う力を高め、考えを広げる授業づくり 

―目的意識を持った交流活動とＯＰＰシートを通して（第５学年）― 

 

那覇市立真和志小学校教諭 上 里 芳 乃    

 

Ⅰ テーマ設定の理由  

近年、我が国ではグローバル化や情報化などにより、社会構造や雇用環境は大きく急速に変化し予

測困難な時代となっている。そのような時代にあってこれからの子供たちには、他者と協働して課題

を解決していくことが求められている。『小学校学習指導要領（平成 29 年告示）解説国語編』（以

下『解説国語編』）では、国語科において育成を目指す「国語で正確に理解し適切に表現する資質・

能力」は、児童が「言葉による見方・考え方を働かせ，言語活動を通して育成することを目指す。」

と示されている。このことから、学習の中で、対象と言葉、言葉と言葉の関係などの言葉への自覚を

高めることが重要であると考える。 

本校の児童の実態として、令和３年度の沖縄県児童生徒質問紙調査の結果から「学級の友達との間

で話し合う活動を通じて、自分の考えを深めたり、広げたりすることができていると思いますか」と

いう設問に対し「当てはまる」「どちらかといえば当てはまる」と肯定的に回答した児童は 71％であ

り県との差はマイナス７ポイントと大きく課題が見られた。 

これまでの実践において、児童が伝え合う力を高め考えを広げる授業づくりを目指し、交流活動と

学習ノートへの振り返りを行ってきた。交流活動においては、自分の考えを持たず交流し、ただのお

しゃべりなってしまい「楽しかった」だけの活動や国語が得意な児童がリードし、苦手な児童は何も

発さずに活動が終わる傾向が見られた。また、書いた文をただ読み合うだけの交流になることもよく

見られた。さらに、自分の考えを伝える場面では、自信がなく抵抗を感じている児童も少なくはなか

った。つまり、伝え合う力が乏しく、交流の前後で児童の考えに大きな変化がみられず交流の目的が

達成できない課題があった。 

その要因として、まず、自分の考えを支える根拠や材料が少ないこと。次に、交流活動を単元の後

半部分に設定していたため、児童の考えや意見が固まっており、考えを伝えるだけの活動になったこ

と。そして、教師主導で交流活動を設定していたため、交流をする目的が不明確であり、交流の必要

性を感じていなかったことが考えられる。振り返りや評価においては、学習ノートの記述を通して行

っていたが、交流をすることによってどのように考えが変容したのか具体的に書かせることができて

おらず、児童の考えの変容を見取ることができず、評価に生かすことができなかった。 

そこで本研究では、説明的文章の「読むこと」を中心とした単元を構成する。単元名を「文章の要

旨をとらえ、自分の考えを伝え広げよう」と設定する。特に交流活動に主眼を置き、単元の中に計画

的に位置付け伝え合う力を高めていく。また、交流前に自分の考えの基となる根拠を明確に持たせる

ことを大切にするため、文章全体の構成を事例・根拠・意見の視点で捉えさせる。さらに、根拠を基

にした自分の考えを交流し、考えを広げる。そして、変容を見取るためＯＰＰシートを工夫し作成す

る。そうすることで、単元の学習を通して伝え合う力が高まり、考えを広げることができるであろう

と考え本テーマを設定した。 

〈研究仮説〉 

説明的文章の「読むこと」における学習において、自分の考えを支える根拠や材料を明らかにし、

目的意識を持った交流活動に加えＯＰＰシートを位置付けた授業づくりを行うことで、伝え合う力を

高め、考えを広げることができるであろう。 

 



Ⅱ 研究内容 

１ 伝え合う力を高め、考えを広げる授業づくりについて 

  (1) 「伝え合う力を高め、考えを広げる」とは 

『解説国語編』によると、伝え合う力を高めるとは「人間と人間との関係の中で互いの立場

や考えを尊重し，言語を通して正確に理解したり適切に表現したりする力を高めること」と示

されている。また、『言語活動の充実に関する指導事例集【小学校版】』によると、考えを広げ

るとは「自分の考えになかったものを受け入れて自らの考えに生かす」と示されている。この

ことを本研究における「伝え合う力を高め、自分の考えを広げる児童の姿」と捉え、単元全体

を通して研究を進める。 

  (2) 単元の評価規準と主な評価材料について 

本研究では、「文章の要旨をとらえ、自分の考えを伝え広げよう」と単元を設定し、「伝え合

う力を高め、考えを広げる」力を育んでいく。そのためには、国語科における「知識及び技能」

「思考力，判断力，表現力等」を育むことが重要となる。そこで評価規準は図１のように設定

する。主な評価材料について「知識及び技能」は、原因と結果などの関係を理解しているかど

うかを見取るための確かめテストを作成し評価を行う。また、要旨の把握については、学習ノ

ートの記述から、自分の考えをまとめているかは情報分析チャートで評価を行う。さらに、考

えを共有し広げているかどうかの評価を成果物で見取る。加えて、伝え合う力の高まりや考え

の広がりをＯＰＰシートの記述から見取ることとする。 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

①原因と結果な
ど情報と情報
との関係につ
いて理解して
いる。 

①事実と感想、意見な
どとの関係を叙述を
基に押さえ文章全体
の構成を捉えて要旨
を把握している。 

②文章を読んで
理解したことに
基づいて自分の
考えをまとめて
いる。 

③文章を読んでま
とめた意見や感
想を共有し、自
分の考えを広げ
ている。 

①粘り強く文章全体の
構成を捉えて要旨を
把握し、自分の考えを
伝え広げようとして
いる。 

る 

確かめテスト 学習ノート記述 情報分析チャー

ト 

成果物 行動・観察 

図１ 単元の評価規準と主な評価材料 

２ 目的意識を持った交流活動について 

(1) 目的意識を持った交流活動とは 

広辞苑によると目的意識とは「自己の行為の目的についての明確な自覚」と示されている。

また、水戸部修治は（2020）「対話を促進するためには、子ども一人一人に対話したい対話せ

ずにいられないといったエネルギーを引き出せるような自発的な意識や、目的意識を持たせる

ことが重要」と述べている。 

そこで本研究では、単元のゴール「文章の要旨をとらえ、自分の考えを伝え広げよう」と設

定し、課題を解決するために交流活動を取り入れ友達と関わりながら伝え合う力を高め、多様

な表現を通じて友達と交流し考えを広げていきたい。しかし、本学級の実態として、自分の考

えを明確に持たず交流したり書いた文をただ読み合ったりするだけの交流活動が予想される。

そこで「自分の考え」を持ちまとめるための思考ツールや、「いつでも使える交流の技」を取

り入れていく。 

(2) 「自分の考え」を持ちまとめるための思考ツールについて 

黒上晴夫（2017）は、「思考ツールは、子どもに考える方法を示

し、考える面白さを伝え、考えることへの関心を高め、考えを人に

伝えることをサポートする」と述べている。このことから、思考ツ

ールの活用で児童は文章から得た情報を事例・根拠・主張を比較・

整理することで、相互に関連付けて目に見える形で構造化すること

ができると考える。そこで本研究では、文章構成から筆者の主張を 図２ 文章構成を捉える 
思考ツール（一部省略） 

ＯＰＰシート 



捉えたり、原因と結果を読み取ったりするために構成マトリクス

（図２）を用い、自分の考えをまとめる手段として情報分析チャ

ート（図３）を取り入れていく。この２つの可視化された思考ツ

ールから自分の考えの根拠となる材料を持ちまとめ、交流活動を

行うことで伝え合う力を高め考えの広がりにつなげていく。 

(3) 「いつでも使える交流の技」について 

三浦剛（2021）は「子供の思考を活性化させ、どの子にとって

も充実した学びを実現していくためには、対話を促す交流の場が

必須」と述べている。しかし、本学級の児童の実態は、単なる一方向の伝え合いにとどまり考

えが広がらない現状があった。そこで三浦氏の「交流６つのバリエーション」を参考に「いつ

でも使える交流の技」（表 1）を児童の実態に合わせて作成した。 

本研究では、単元の中で

「交流の技①④⑥」を計画

的に位置づけていくが、最

終的には児童自らどの交

流の技を使って伝え合う

力を高め考えを広げたい

か決定させ目的意識を持

って交流活動を行うこと

ができるようにしたい。し

かし、これまで児童の考え

の変容を見取ることがで

きず、評価に生かすことが

できなかった現状から交

流を通してどのように考

えが変容したか簡単に自

己評価できるよう、記号を

用いた評価を工夫したい。

そこで本研究では『沖縄県

立総合教育センター令和

２年度調査報告書』で示さ

れた「リフレクションシー

ト」を参考に単元計画表

（図４）に交流後の考えの

変容を記号で記入したり、言葉を選んで記述したりできる

「交流カード」（図５）を作成し、考えの変容を記録として

残し、振り返りにつなげ評価に活かしていく。 

３ ＯＰＰシートについて 

 ＯＰＰシートは、堀哲夫（2002）が考案した１枚ポートフォリオのことである。堀は「一枚の

ポートフォリオ評価とは、教師のねらいとする授業の成果を、学習者が一枚の用紙の中に学習前・

中・後の履歴として記録し、その全体を学習者自身が自己評価する方法」と述べており、自己評

価を行うものとしても有効としている。また、髙木展郎（2021）は「主体的に学習に取り組める

よう学習の見通しを立てたり学習したことを振り返ったりして自身の学びや変容を自覚できる場

面を設定することが重要」と述べている。よって、本研究において、単元を通して伝え合う力の

育成の実感や、交流後及び学習の前後で自分の考えの広がりを明らかにするために、ＯＰＰシー

図３ 考えをまとめる 
     思考ツール 

図５ 「交流カード」（一部省略） 

表１ 「いつでも使える交流の技」 

図４「単元計画表」（一部省略） 



トを作成（図６）し

活用していく。 

本研究において、

自身の学びや変容を

自覚するために「交

流前と後で自分の考

えで変わったこと」

を書く欄を設け、交

流後に記号で記録し

た「単元計画表」と

「交流カード」を見

ながら視点を与えて

表現させ（図７）交流を通して考えに変容があったのかを探っていく。

そして、自己評価でもこれまでに書かれた内容全体を見渡して振り返る視点を与えて記述させ、

学習前後の変容と効果を児童と教師が確認できるようにする。さらに授業後のＯＰＰシートの記

述から、交流を通して伝え合う力の高まりと自分の考えが広がったかを見取ることができると考

える。 

 

Ⅲ 指導の実際 

１ 単元名 「文章の要旨をとらえ、自分の考えを伝え広げよう」 

  教材名 「言葉の意味が分かること」（光村図書５年） 

２ 単元目標  

知識及び技能 思考力，判断力，表現力等 学びに向かう力，人間性等 

(1) 原因と結果な

ど情報と情報と

の関係について

理解している。  

【(2)ア】 

(2) 事実と感想、意見などとの関係を叙述を基に押さえ文章全体の構成を捉 

 えて要旨を把握することができる。             【C(1)ア】 

(3) 文章を読んで理解したことに基づいて、自分の考えをまとめることがで 

 きる。                           【C(1)オ】 

(4) 文章を読んでまとめた意見や感想を共有し、自分の考えを広げることが 

 できる。                         【C(1)カ】 

(5) 言葉がもつよさを認 

識するとともに、進んで

読書をし、国語の大切さ

を自覚して思いや考え

を伝えようとする。 

３ 単元の評価規準（図１参照）  

４ 単元の指導と評価計画（10 時間）  

時 学習活動 指導上の留意点 評価規準（評価方法） 

第

一

次 

 

１

・

２ 

〇「文章の要旨をとらえ、自分の考えを

伝え広げる」という学習の見通しを持

つ。 

〇教材文を読み、感想を持つ。 

〇学習課題を設定し学習計画を立て、Ｏ

ＰＰシートへ学習前の筆者の主張を

書く。 

・教師作のモデルから単元のゴールを確認させ

る。 

・感想の書く視点を与える。 

①その通りだ・共感…〇 

②分からない・疑問…△ 

③考えこと、思ったこと…□ 

【態度①】 

学習課題から、筆者

の主張をＯＰＰシー

トに記入している。 

（ＯＰＰシート） 

第

二

次 

 

 

３ 〇文章構成を捉える。 

〇交流を通して自分の考えを広げる。 

（①探しの技） 

・どんなまとまりがいくつあるのか考えさせる。 

・段落にある筆者の主張が、「終わり」でも繰

り返し述べられていることに気付かせ、双括

型をおさえる。 

【知・技①】 

原因と結果など情報

と情報との関係につ

いて理解している。 

（確かめテスト） 

【思・判・表①】 

事実と感想、意見な

どとの関係を叙述を

基に押さえ文章全体

の構成を捉えて要旨

を把握している。 

（ノートの記述） 

 

４ ○序論と結論の比較から筆者の主張を
読み取る。 

○交流を通して自分の考えを広げる。 
（⑥相談の技）        

○序論と結論を確かめる。 

・文章構成を捉えるために「構成マトリクス」

に整理させる。 

・「はじめ」と「おわり」に同じ言葉がくり返

し使われていて強調していることに気付かせ

られるように指導する。  

５ 〇細部（本論）のまとまりを読み、原因

と結果の関係を理解する。 

〇原因と結果の関係を考える。 

・「構成マトリクス」を活用して「問い」に対

する「答え」と「説明の部分」を区別し、ま

とまりが捉えられるように指導する。 

図６ ＯＰＰシート（一部省略） 
図７ ＯＰＰシート 
（交流後の振り返り） 

 



６ 〇要約する（要約シート） 

〇交流（④助言の技）を活用してお互い

にアドバイスをし合いよりよいもの

に仕上げる 

・「構成マトリクス」を参考にすることを助言

する。 
 

 

 

【思・判・表②】 

文章を読んで理解し

たことに基づいて自

分の考えをまとめて

いる。（情報分析チャ

ート） 

 

７
【
検
証
】 

○「言葉の意味が分かること」の要旨を

まとめる（学習ノート） 
○交流（④助言の技）を通してお互いに

「要旨のまとめ方」ポイント①～④を

もとにアドバイスをし合う。 
○書き直す。 
 

・「要旨」の意味をおさえる。 

・「要旨のまとめ方」条件を全体で確かめる。 

・「構成マトリクス」「要約シート」「全文シ
ート」を参考にすることを助言する。 

・支援を要する児童には「要約ヒントカード」
を与える。 

８ 〇文章を読んで理解したことに基づい

て自分の考えをまとめる。 
（情報分析チャート） 

○交流（④助言の技）を通してお互いに

アドバイスをし合い、自分の考えをよ

りよいものにする。 

・「自分の考えをまとめる」条件を全体で確か

める。 

・「自分の考えのまとめ方」①～④を視点に読み
合うことを助言する。 

第 

三

次 

９
【
検
証
】 

○文章を読んでまとめた考えを共有し、
自分の考えを広げる（①探しの技） 

○交流カードを記入し渡す。 
〇自分の考えを見直す。 
 

・交流の目的と方法を全体で確かめる。 

・互いの根拠の違いを明らかにしたり、よさを

認め合ったりできるように、友達の考えに対

する「違いや良さを表現する（言葉）」を一つ

選び、その言葉を使って「交流カード」に記

述させる。 

【思・判・表③】 

文章を読んでまとめ

た意見や感想を共有

し自分の考えを広げ

ている。（成果物） 

【態度①】 

粘り強く文章全体の

構成を捉えて要旨を

把握し自分の考えを

伝えようとしてい

る。（行動観察） 

10 〇ＯＰＰシートへ学習後の筆者の主張
を記述する。 

〇単元全体の振り返りをする。 

 

・「筆者の主張」の記述から、学習前後の変容に

気付かせ、学びを実感させるようにする。 

・ＯＰＰシートの記述より伝え合う力や自分の

考えの変容を振り返らせる。 

 ５ 本時の学習指導（９/10 時間） 

(1) 本時の目標 

文章の要旨をとらえて自分の考えをまとめ、交流活動を通して自分の考えを広げることがで

きる。 

(2) 学習指導過程（導入３分 展開 32 分 まとめ 10 分） 

過

程 
〇学習活動・内容 ◇指導上の留意点 評価規準（方法） 

導 

入 

〇前時の学習を振り返り、本時の学習の見通し

を持つ。 

〇本時のめあてを立てる。 

◇学習計画表より、前時でまとめた自分の考え

を共有し、考えを広げることを確かめる。 

 

 

 

 

 

【思・判・表③】 

文章を読んでまとめた

意見や感想を共有し、

自分の考えを広げてい

る。（成果物） 

 

【態度①】 

粘り強く文章全体の構

成を捉えて要旨を把握

し自分の考えを伝えよ

うとしている。 

（行動観察） 

 

展 

開 

〇交流の目的を確認する。 

・目的…筆者の主張に対して共感したのか疑問

に思ったのか。なぜそう考えるのかを探るた

めに交流をする。 

・方法…３人グループで回し読みをした後、「交

流カード」によいところを記述して読みなが

ら渡す。 

〇交流（①探しの技）を通して、互いの考えの

違いを明らかにしたり考えのよさを認め合っ

たりする。 

・自分が思った言葉を一つ選んで〇をつけ、そ

の言葉を選んだ理由を添えて、友達の考えの

よさを交流カードに記述して渡す。 

〇文章を見直す。 

〇自己評価をする。 

◇「いつでも使える交流の技」より、交流の目

的から技を選択できるようにする。 

 

 

 

 

 

◇互いの根拠の違いを明らかにしたり、よさを

認め合ったりできるように、友達の考えに対

する「違いや良さを表現する（言葉）」を一

つ選び、その言葉を使って「交流カード」に

記述させる。 

 

 

 

ま 

と 

め 

〇本時のまとめをする。 

〇学習の振り返り。 

〇次時の活動を確認する。 

◇ＯＰＰシートに交流活動を通しての考えの

変容を振り返らせる。 

①事例…引用文「 」をつける 

②根拠…自分の体験や考えから 

③意見…筆者の主張から 

④文意が通るようにまとめる（常体） 

①筆者の考えをまとめる 

②使うキーワード３つ 
③140～150 字でまとめる 
④文意が通るようにまとめる（常体） 

 



Ⅳ 仮説の検証 

研究仮説に基づき、目的意識を持った交流活動とＯＰＰシートを位置付けた授業づくりを行うこと

で、伝え合う力を高め考えを広げることができたかについて、学習ノート記述、思考ツール、成果物

ＯＰＰシートの記述、事前・事後アンケートを基に検証を行う。 

１ 目的意識を持った交流活動について 

(1) 「自分の考え」を持ちまとめるための思考ツールについて 

 本研究においては、目的意識を持った交流活

動にするために自分の考えの材料となる根拠

を明確に持つことを大事にし、整理してきた思

考ツールをもとに自分の考えをまとめてきた。

以下、「自分の考え」を持ちまとめるための思

考ツールが有効であったかを考察する。思考ツ

ールの活用は第４、５、８時に設定した。 

第４時「筆者の主張」の読み取りや第５時「本

論のまとまり」の課題に対し、児童は整理して

きた構成マトリクス（図８）を活用し文章構成

を捉え「『中』には、言葉の意味のはんいや広

がりのことを事例と原因を使って納得させる

文を書いていた」と振り返った。それに基づき

「原因と結果の関係」の確かめテストにおいて

８割以上の児童が理解することができた。 

第８時「文章を読んで理解したことに基づい

て自分の考えをまとめる」課題に対し、考えを

まとめるために必要な視点を与えた「情報分析

チャート」を取り入れた。ここでも児童らはこ

れまでに学習してきた「構成マトリクス」と「要

旨」「要約文」を参考にしながら、自分の考え

をまとめてきた（図９）。児童Ａは、「根拠に体

験や具体例を書くと説得力がでると気付いた」

と振り返っていた。 

これらのことから、構成マトリクスで、文章全体をクラス全員で俯瞰できるため「整理する」

という視点から「比較」するという視点へ自然と誘うことができ自分の考えを持たせるための

材料となった。そして、情報分析チャートにおいては集めた情報「事例」から筆者の主張を検

討し、また根拠となる事実の重要性を意識し自分の考えをまとめることができた。よって思考

ツールを取り入れることで児童の思考を活性化させ、自分の考えを持ちまとめるために有効で

あったと考える。 

  (2) 「いつでも使える交流の技」について 

第２次において、全７時間のうち前述の「自分の考え」のつながりも含め図１の評価規準に

照合しながら第７、８、９時をノート記述と成果物、ＯＰＰシートの記述より検証していく。 

第７時「要旨をまとめる」に対して、既習内容や構成マトリクスを活用しながら要旨をまと

めてきた。しかし、ある程度時間が経つと、児童から「考えを持ったものの自信がないから意

見をもらいたい」という声があがった。そこで掲示物や手元にある「いつでも使える交流の技」

を見ながら何の技が効果的か考え「④助言の技」を選択した。その後全員で交流の目的「より

よい要旨にするため」や「ノートを持ってアドバイスをもらいたい人の所へ行って交流する」

という方法の確認と「要旨のまとめ方」の条件（図 10）を再確認した。児童Ｂは、はじめ一人

図９ 児童Ａの記述 

図８ 児童の整理してきた「構成マトリクス」 
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で考えていたがどういうふうに書いてい

いのか分からず困っていたので技が使え

ないか声掛けをした。しばらくするとど

んなふうに書いているのかを見て回り最

終的には友達と助言の技を使い条件を意

識して交流している姿がみられた。また

児童Ｂの交流前の要旨を見てみるとキー

ワードが１つしか使われておらず字数も

満たしていなかったが交流後は、筆者の

考えやキーワード、字数制限などの条件を意識して

要旨をまとめることができた（図 11）。さらに交流

後の振り返りには「アドバイスのおかげで書き方が

分かった」と記述しており、学習後のアンケートに

は「交流ができて、分からなかったことも友達のア

ドバイスでできた」と記述する姿が見られた。評価

基準に沿って評価を行うと表２のようになった。助

言の技を使った交流活動の後にはＣ評価の児童９名

がＢ評価もしくはＡ評価へと上がった。 

第８時「文章を読んで理解したことに基づいて自

分の考えをとめる」の課題では、情報分析チャート

に自分の考えをまとめた後「技を使いたい」と児童

の要望があった。交流の目的「どうしてそのように

考えたのか互いに質問し合い、次の時間の交流に向

けて自分の考えを確かめる」から児童らは「⑤質問

の技」を選択し各班を自由に回る方法と「考えのま

とめ方」の条件を再確認した。児童Ｃの交流前の情

報分析チャートを条件と比較すると事例には引用文

から抜き出し、根拠には自分の考えを明確に記述す

ることができている。しかし、意見の部分が条件か

ら逸れ文章中の事例の部分から記述していたが交流

後には筆者の主張（抽象部分）から記述をし直しをしたことが分かる（図 12）。評価基準に沿

って評価をした結果、質問の技を使った交流活動を通して約９割の児童が条件に沿って自分の
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表２ 「要旨の把握（交流前後）」 
評価ごとの児童の割合（ｎ＝26） 

図 10 条件を意識した交流（助言の技） 

図 12 交流後の児童Ｃの情報分析チャート（一部省略） 

図 11 児童Ｂのまとめた要旨 
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考えを確かにしながらまとめることができた（表３）。 

第９時の「まとめた自分の考えを共有し自分の考え

を広げる」課題に対して、児童から「共有だから交流

の技を使うということだよね」と発言があった。それ

を受けて「筆者の主張に対して共感したのか疑問に思

ったのか。なぜそう考えるのかを探るために交流をす

る」といった目的から「①探しの技」を児童が選択し、

３人グループで回し読みをした後「交流カード」によ

いところを記述して読みながら渡すという方法を確認

して交流活動に移った（図 13）。児童Ｃは、交流カー

ドをもらい自己評価をしたところ「自分の直すところ

はもう少し伝わるように書けるとよかった」と記し図

14 のように自分の考えに言葉を増やし伝わる文章に

してまとめる姿が見られた。また、交流前後で比べる

と、探しの技を使った交流活動を通して約９割の児童

が自分の考えを広げることができたといえる

（表４）。表３でＣ評価の児童２名から表４で

は１名へと減少したがこの児童は最後まで自

分の考えをまとめることができずにいたので

今後は自分の考えをまとめる段階で更なる工

夫をしていく必要がある。また、自分の考え

をまとめたり交流をしたりすることに抵抗を

強く感じていた児童Ｄはアンケートでも「自

分の考えを見せたくない」などと全体的に否

定的な回答をしていた。図 15 は、第９時に児

童Ｄが記述した「交流カード」である。カー

ドの真ん中に自分で「いい考えだと思った」

と言葉を付け加え、友達の考えの良さを交流

カードに記述して渡す姿が見られた。学習後

のアンケートでは身に付いた力として「友達

の考えを参考に自分の考えに生かすことを意

識するようになった力」を選び「友達の考えを読

むと、そういうことかって分かるから」と理由を

記述していた。単元を通して隣や後ろの友達と少

しずつ交流をする姿や自分の考えをまとめよう

とする姿が見られるようになったことからも、目

的意識を持った交流活動が有効な手立てであっ

たと捉え、継続して取り組んでいきたい。このこ

とから、目的に合った交流を取り入れることで、

伝え方を工夫したり自分にはなかった考えを得

たりして考えを広げることの育成に有効であっ

たと考える。加えて、自分の考えの材料となる根

拠を明確に持つことで、目的を持った交流活動に

発展することができたともいえる。 
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図 14 交流後の変容（児童Ｃの記述より） 

図 15 児童Ｄ交流カード（一部） 

よいところは… 

図 13 探しの技を使った交流 

表４ 「自分の考えを広げる」 
 評価ごとの児童の割合（ｎ＝26） 

表３ 「自分の考えをまとめる」 
評価ごとの児童の割合（ｎ＝26） 



２ ＯＰＰシートの効果 

交流活動を通して伝え合う力の高まりと考

えに変容があったかを探るために「単元計画

表」に記入した記号と第９時においては「交

流カード」を基にしながらＯＰＰシートに記

述から考えの変容を考察する（図 16）。 

第３、４、７、８、９時の交流活動後、児

童ＥのＯＰＰシートから表５の通り記述して

おり、相手の考えがよりよいものになるよう

伝え方を工夫したことがうかがえる。ま

た、自分の考えになかったものを得て考

えが変わったり、考えをよりよいものに

したり自信へとつなげることができたと

考える。 

また、単元終了時に「ＯＰＰシート全

体を見て学習前と学習後の内容を比べて

思ったこと感じたことを書きましょう」

の問いに、表６のように記述したり、表

６の記述以外にも「自分の考えが上手く

伝えられるようになった」や「目的意識

を持って交流することで自分も相手も考

えが広がる」「できる事が増えた」「Ｏ

ＰＰシートがはじめのころより詳しく書

けるようになった」などと自己評価をし

たりする児童の姿が見られた。よって、

ＯＰＰシート全体を見て振り返ることで

これまでの学びを客観視し学習の成果を

自己評価できたことがうかがえる。 

さらに、表７のように学習最後に児童

がつけたタイトル「自分のあしあと」か

ら、自己の変容に気付き毎時間の積み重

ねを実感している様子や保護者のコメン

トからも今回の学習の頑張りや今後の学

習への姿勢等について家庭で話し合った

様子がうかがえた。 

このことから、交流後の考えの変容を

振り返り記述していくことで、相手に自

分の考えが伝わったか、考えにどのよう

な変容があったかなど、自身の学びや変

容を自覚できる場面となり、達成感にも

つながったと考える。加えて、ＯＰＰシ

ートを繰り返し活用することで伝え合う

力や考えが広がったかどうか変容を見る

ことにも有効であったと捉える。 

表６ 児童の自己評価 

表５ 交流後ＯＰＰシートの児童の記述 

表７ ＯＰＰシート表面 

図 16 ＯＰＰシート 

技を使って交流して… 



表８ アンケートの記述より 

３ 「伝え合う力を高め、考えを広げる」について 

伝え合う力の高まりや考えの広がりをアンケー

ト結果と記述より考察していく。 

まず、「自分の考えを友達や学級のみんなに伝え

ることはできますか」の設問に、「できる・まあま

あできる」と肯定的な回答をした児童は 79％おり検

証前から 47 ポイント増加した（図 17）。その理由

として「自分の考えをまとめることができたから」

と記述していた。一方で「あまりできない・できな

い」と否定的な回答をした児童が５名おり、理由に

「学級みんなに伝えるのは難しい」や「はずかしい

文が下手だから」と挙げていた。前者の児童に対し

ては、小集団なら自分の考えを伝えることが可能で

交流活動が効果的だと捉えることができる。後者の

児童らには、個々に合った交流活動を工夫していく

必要性を感じた。 

次に「何のために交流活動をしているか考えなが

ら交流していますか」の設問に対して、肯定的に回

答した児童は 91％おり検証前より 31 ポイント増加

した（図 18）。「その場面にあった交流をすると自分

の考えがまとまったり広がったりした」や「技を

使ったらわかりやすいしスムーズにいくか

らやりやすかった」と理由に挙げていた。 

そして「伝え合う力が高まったり、考え

が広がったりしたと思いますか」の設問に

は、表８のように「これまでは自分の考え

を伝えることができなかった」「最初はでき

なかった」と記述する姿が多く見られた。

このことから、自分の考えの材料となる根

拠を明確にし、目的意識を持って交流活動を行うことで工夫した伝え方ができるようになり、多

様な考えを得て考えを広げることができたと捉える。 

以上により、目的意識を持った交流活動とＯＰＰシートを位置付けた授業づくりを行うことで

伝え合う力を高め考えを広げることができたと考える。 

 

Ⅴ 成果と課題 

 １ 成果 

(1) 目的意識を持った交流活動を行うことで、児童は自分の考えを支える根拠や材料を明確にし、

交流する目的や内容を具体的に意識しながら伝え、考えを広げることができた。 

(2) ＯＰＰシートを位置付けた授業づくりを行うことで、交流活動の軌跡を振り返ることができ、

伝え合う力の高まりと考えの変容を児童自身が実感することができた。 

２ 課題 

(1) アンケートで否定的な回答をしている児童や課題解決が不十分な児童へは、スムーズに学習

できるよう、個に応じた更なる手立ての工夫改善が必要である。 

(2) 学んだことを他教科でも生かせるよう関連的な指導計画を作成することで、指導の効果を高

める必要がある。 
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図 17 アンケートの結果 

図 18 アンケートの結果 
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